
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ?

1 あなたは、進んであいさつをしている。 47% 46.2% 5.4% 0.8% 0.6%

2 あなたは、基本的生活習慣が身についている。 26.0% 59.4% 9.9% 2.1% 2.5%

3 あなたは、学校が楽しい。 45.0% 44.5% 5.0% 1.7% 3.7%

4 あなたは、授業の内容を理解している。 20.8% 61.9% 13.8% 2.3% 1.2%

5 あなたは、家庭学習をしている。 24.9% 42.3% 25.2% 6.4% 1.2%

6 あなたは、よく読書をする。 18.4% 27.0% 32.2% 20.6% 1.7%

7 あなたは、期日を守って提出物を出している 39.4% 46.4% 10.9% 3.1% 0.2%

8 あなたは、部活動や習い事に一生懸命取り組んでいる。 63.7% 24.9% 4.1% 2.7% 4.7%

9 あなたは、自分の健康に気を配って生活している 32.6% 46.2% 16.1% 3.7% 1.4%

10 あなたは、ルールやマナーを守るように心がけて生活している。 53.6% 43.7% 1.7% 0.2% 0.8%

11 あなたは登下校を含め、安全に気をつけて生活している。 57.3% 37.7% 3.5% 0.6% 1.0%

12 あなたは、困ったときに相談できる先生がいる。 39.4% 39.4% 7.4% 3.7% 10.1%

13 学校は、生徒の悩みや困り事に適切に対応している。 29.7% 44.9% 7.2% 2.3% 15.9%

14
学校は、アンケート調査を実施するなど、いじめの早期発見・
対応に努めている。 47.0% 39.0% 3.1% 1.9% 8.9%

15 授業では、話し合い活動をよく行っている。 49.1% 45.4% 3.7% 1.0% 0.8%

16 授業では、その時間の「目標」が提示されている。 28.9% 52.2% 10.3% 2.5% 6.0%

17 習志野台中は、行事が盛り上がる。 68.5% 24.9% 2.7% 0.0% 3.9%

18 習志野台中は、学習や運動しやすい環境が整っている。 46.2% 43.7% 4.7% 0.6% 4.9%

19 習志野台中には、自慢できること（もの）がある。 31.3% 38.1% 11.5% 3.9% 15.3%

20 学校は、授業等でICT機器（Chromebookや電子黒板等）をよく活用している。 54.8% 39.0% 3.3% 0.8% 2.1%

令和６年度　学校評価　生徒対象アンケート集計結果　

評　　　価　　内　　容

全学年　

評価（％）

※　評価　　Ａ：よくあてはまる　　Ｂ：だいたいあてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　Ｄ：あてはまらない　？：わからない



令和６年度　学校評価　保護者対象アンケート集計結果

※　表記について
　　　Ａ　そう思う　　Ｂ　ほぼそう思う　　Ｃ　あまりそう思わない　　Ｄ　そう思わない
※　グラフの並びについて
　　　上段：令和４年度　　中段：令和５年度　　下段：令和６年度

１　子供は、毎朝すすんで学校に登校している。

２　子供は体育祭、合唱祭等の行事を楽しみにし、積極的に参加している。

３　学校は、校訓および教育目標(「立志・自立」～志を立て、夢に向かって自ら努力する生徒の育成～)や目指す生徒像を分かりやすく伝えている。

４　学校の教育活動は、保護者の期待や願いにそっている。

A, 59.6%

A, 62.0%

A, 65.2%

B, 30.0%

B, 29.4%

B, 26.1%

C, 5.6%

C, 5.3%

C, 4.9%

D, 4.8%

D, 3.3%

D, 3.8%

R6

R5

R4

A, 60.0%

A, 61.1%

A, 56.4%

B, 29.0%

B, 30.3%

B, 34.6%

C, 7.7%

C, 6.5%

C, 6.3%

D, 3.3%

D, 2.1%

D, 2.7%

R6

R5

R4

A, 20.8%

A, 22.4%

A, 22.4%

B, 63.7%

B, 60.7%

B, 62.7%

C, 14.0%

C, 15.5%

C, 14.2%

D, 1.5%

D, 1.4%

D, 0.8%

R6

R5

R4

A, 20.8%

A, 22.7%

A, 22.8%

B, 66.7%

B, 65.1%

B, 67.1%

C, 11.2%

C, 10.9%

C, 8.7%

D, 1.3%

D, 1.2%

D, 1.4%

R6

R5

R4



５　学校は「わかる授業」の実践、定期テスト前の質問会の開設等を通して、授業の内容を理解
　　できるよう取り組んでいる。

６　学校は通知表の評価等を説明したプリントを配付する等、子供の様子や評価について
　　わかるようにしている。

７　学校は子供のことで何か様子の変化があるときに、保護者が連絡や相談しやすい体制を
　　整えている。

８　教職員は、生徒の人権を尊重する姿勢で指導に当たっている。
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D, 1.9%
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A, 30.4%

A, 31.3%

A, 30.9%

B, 56.9%

B, 53.2%

B, 54.6%

C, 11.3%

C, 14.1%

C, 13.7%

D, 1.3%

D, 1.4%

D, 0.8%

R6

R5
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A, 28.5%

A, 29.9%

A, 32.0%

B, 59.0%

B, 59.7%

B, 56.5%

C, 9.8%

C, 8.1%

C, 9.6%

D, 2.7%

D, 2.3%

D, 1.9%

R6

R5

R4



９　学校は、「学校いじめ防止基本方針」が公表され、いじめアンケートの実施（年３回）、いじ
め相談窓口の設置等をとおして、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。

10　学校は、教育相談週間の設定（年２回）、スクールカウンセラーの活用（随時）等、
子供が相談しやすい体制を整えている。

11　学校は、校舎内外の環境整備に取り組んでいる。

12　学校では、ＰＴＡ活動が活発である。
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D, 1.3%
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B, 62.0%
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C, 8.7%

D, 25.8%

D, 0.2%

D, 0.6%
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A, 26.9%

A, 23.8%

A, 24.7%

B, 63.8%

B, 66.7%

B, 66.9%

C, 8.1%

C, 9.5%

C, 8.0%

D, 1.2%

D, 0.0%

D, 0.3%
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A, 34.2%

A, 41.4%

A, 43.5%

B, 55.6%

B, 48.2%

B, 45.5%

C, 9.4%

C, 10.0%

C, 9.9%

D, 0.8%

D, 0.4%

D, 1.1%

R6

R5

R4



13　学校は、家庭や地域と連携して子供を育てる環境づくりに取り組んでいる。

14　学校は、暑い時期の登下校の服装について配慮している。

15　学校は、「習台通信」「学年だより」「学校配信メール」等で、情報提供を適切に行っている。

16　学校は、各種染症対策を適切に行っている。
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D, 0.4%
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A, 27.5%

A, 35.0%

A, 37.2%

B, 59.2%

B, 55.5%

B, 57.6%
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C, 8.6%
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D, 1.0%

D, 0.9%

D, 0.5%
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令和６年度　学校自己評価　教職員対象アンケート集計結果

※　表記について
　　　Ａ　そう思う　　Ｂ　ほぼそう思う　　Ｃ　あまりそう思わない　　Ｄ　そう思わない
※　グラフの並びについて
　　　上段：令和４年度　　中段：令和５年度　　下段：令和６年度

１　校訓および学校教育目標(「立志・自立」～志を立て、夢に向かって自ら努力する生徒の
　　育成～)の具現化に向け、「目指す生徒像」(自学・挨拶・掃除・時間)に迫ることができた。

２　校訓および学校教育目標(「立志・自立」〜志を立て、夢に向かって自ら努力する生徒〜)
　　の具現化に向け、「目指す教職員像」（生徒に寄り添う・わかる授業・地域を愛する）に
　　迫ることができた。

３　校訓および学校教育目標(立志・自立〜志を立て、夢に向かって自ら努力する生徒〜)
　　の具現化に向け、「目指す学校像」（学ぶ意欲・正義・安全・応じた支援・信頼 ）に
　　迫ることができた。

４　校訓および学校教育目標は、学校・生徒・地域の実態に即していた。

５　職員は、校訓および学校教育目標や重点目標の意義を理解し、その実現に向け
　　協同して教育を実践していた。

６　校務分掌組織の形態は、本校の実情に即し機能的なものになっていた。
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A, 36%

A, 45%
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D, 0%
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A, 13%

A, 25%

A, 14%

B, 55%

B, 46%

B, 76%

C, 32%

C, 18%

C, 10%

D, 0%

D, 11%

D, 0%

R6

R5

R4

A, 16%

A, 11%

A, 14%

B, 47%

B, 39%

B, 67%

C, 34%

C, 39%

C, 14%

D, 3%

D, 11%

D, 5%

R6

R5

R4



７　職員の各組織への配置は、人数や構成メンバーの教科・年齢・経験・特性などから
　　みて適切であった。

８　学年内の分掌や組織をとおして、各自がリーダーシップを発揮し、スムーズな
　　学年運営が進められていた。

９　学年保護者会、学級懇談会、保護者面談等の計画および運営は適切であった。

10　学級の学習環境・生活環境は適切であり、生徒の成長を促すものであった。

11　学級活動を活性化させ、生徒自らがより良い学級・学校づくりに向け、諸問題の
　　解決に努める態度を養うことができた。

12　教育課程（各教科道徳特活行事等）は全体的な調和のもとに編成されていた。

13　教科の年間指導計画や学習指導案は改善され、より適切なものとなった。
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14　学校行事の種類・内容・実施時期・規模等は適切であった。

15　「わかる授業」を展開するとともに、学習優先日や試験前質問会をとおして、
　　基礎学力の定着に努めた。

16　授業において、知識・技能を活用し、思考力・判断力・表現力をのばす工夫をした。

17　目標準拠の評価について十分理解し実践するとともに、自己評価や相互評価を
　　取り入れ、指導と評価の一体化に努めた。

18　教育活動全般をとおして、基本的生活習慣を身につけさせることができた。

19　担任一人任せにせず、職員の共通理解と相互協力のもとで、生活指導を組織的に
　　すすめることができた。

20　生徒と教師間の「語り合い」や教育相談（教育相談習慣・チャンス相談）等を
　　とおし、生徒理解を進めるとともに、好ましい信頼関係を築くことができた。
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21　いじめアンケート等も活用しながら、生徒の人間関係にアンテナを高くし、
　　いじめの「早期発見・早期対応」及び「再発防止」に努めた。

22　道徳の授業を計画的に実施するとともに、教育活動全体をとおして生徒の
　　「豊かな心」の育成に努めた。

23　生徒会活動（全校評議会、生徒会行事、専門委員会等）は適切に実施された。

24　生徒が役割と責任を自覚し自立した集団作りができるよう促すことができた。

25　部活動は計画的な運営により自主性を促し、生徒の責任感や連帯感を
　　養うことができた。

26　危機管理マニュアルに基づき、安全（交通安全・生活安全・災害安全）に関する
　　指導が計画的に行われていた。

27　学校の給食計画に基づき、給食指導と食育が適切に行われていた。
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28　学校の保健計画に基づき、生徒の健康指導と管理が適切に行われていた。

29　生徒支援・特別支援について、学校として適切な指導体制を構築することができた。

30　各職員が、特別な支援を必要とする生徒を理解し対応することができた。

31　長欠傾向の生徒に対する指導は十分であった。

32　学校の施設・設備及び備品の管理は適切であった。

33　情報セキュリティに配慮するとともに、個人情報等の管理は適切であった。

34　本校におけるPTAの活動は適切であった。
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35　生徒の育成にあたり、保護者・地域の方との連携を図り、活動できた。

36　教科部会や研究テーマに沿った研修会が計画的に実施され、授業研究を
　　進めることができた。

37　学校の直面する問題に適切に対応する研修会を実施することができた。

38　学校は、暑い時期の登下校時の服装について配慮することができた。
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(学校番号　　　中－２２　　     )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

１　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒の育
成～）の具現化に向け、「目指す
生徒像」（自学・挨拶・掃除・時
間）に迫ることができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・教職員自身が指導方法を振り返り、自覚を
持って教育活動にあたることができた。

２　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒～）の
具現化に向け、「目指す教職員
像」(生徒に寄り添う・わかる授業・
地域を愛する)に迫ることができ
た。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・「わかる授業」が課題と答えた教職員が多数
いた。
・「生徒に寄り添う」ためには、「配慮が必要な
生徒」への適切な対応が必要である。

３　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒～）の
具現化に向け、「目指す学校像」
（学ぶ意欲・正義・安全・一人一
人に応じた支援・信頼）に迫るこ
とができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・教職員が不足する中、尽力する教職員が多
かった。
・個に応じた支援がより一層必要である。

教
育
目
標

・自ら学ぶ生徒の育成
と基礎学力の育成を
図る学習指導。
・心の通う生徒指導と
生活指導の徹底。
・実践することで学ぶ
特別活動。
・思いやりの心と実践
力を育てる道徳、人権
教育。
・健康、体力の増進と
安全教育の徹底。
・教育環境の整備と充
実。
・家庭、地域との連携
の重視と特色ある学
校作り。
・特別支援教育の充
実を支える学校体制
をつくる。
・学校図書館の積極
的な活用。
・教職員の育成及び
指導力の向上。

・保護者への「学校は、校
訓および教育目標や目指
す生徒像をわかりやすく伝
えている」という問いに対す
る肯定的評価は８４．５％と
昨年度よりも１．５％上昇
し、「学校の教育活動は、
保護者の期待や願いに
そっている」という問いに対
する肯定的評価は８７．５％
と昨年度とほぼ同じ数値を
示している。この数値から、
本校の教育活動は、多くの
保護者から理解を得ている
と推測する。しかしながら、
「わかる授業の展開」や「時
間のけじめ」等、昨年度か
らの課題が改善できていな
いものもある。今後は、研修
等を通して、自己研鑽に励
むことや生徒との関係性を
今まで以上に築いて指導
にあたることが必要である。

・生徒との関係性を
しっかり築き、より積極
的なアプローチをして
ほしい。
・教職員として自覚を
もつことや積極的に研
修に参加することが必
要である。
・特別支援教育を充実
させてほしい。

・学校教育目標の具
現化に向けて、共通
理解のもと、教職員が
より高い意識で指導に
あたりたい。そのため
にモラールアップ委員
会等を活用し、教職員
の士気を高め、職場の
雰囲気を改善する。
・教職員一人一人が
積極的に研修へ参加
し、研鑽を積む。



(学校番号　　　中－２２　　     )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

４　校訓および学校教育目標は、
学校・生徒・地域の実態に即して
いた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・やや高いという意見もあったが、上記の結果
から、実態に即していると判断した。

５　職員は、校訓および学校教育
目標や重点目標の意義を理解
し、その実現に向け協同して教
育を実践していた。

・昨年度よりも肯定的な意見がやや減少して
いる。
・教職員間の連携や共通理解が課題である。

６　校務分掌組織の形態は、本
校の実情に即し機能的なものに
なっていた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・肯定的な意見が増加しているものの、高評
価とは言えない。
・校務分掌の偏りの改善は、今後も課題であ
る。

７　職員の各組織への配置は、
人数や構成メンバーの年令・経
験・特性などからみて適切であっ
た。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・肯定的な意見が増加しているものの、高評
価とは言えない。
・ベテラン・中堅教職員が、初若年教職員を
育成できるように、環境を整える必要がある。

学
校
経
営
・
組
織
運
営

・全職員の共通理解と
実践を基として、学校
教育目標達成のため
に創意ある学校運営
と時代の要請にふさわ
しい学校づくりを目指
す。

・校務分掌の偏りや人員の
配置については、昨年度か
らの課題である。今後は、
ボトムアップで意見を集め、
調整を試みたい。
・ベテラン教職員を積極的
に活用することで、中堅教
職員を育てる。そして、中
堅教職員が初若年教職員
を育てるような流れをつくり
たい。

・教職員が不足する
中、努力がうかがえ
る。
・校務分掌の偏りの改
善、人員の配置は急
務である。
・学校全体でしっかりと
連携がとれるように工
夫してほしい。
・初若年教職員のフォ
ローをお願いしたい。

・校務分掌の作成、人
員の配置については、
やはりボトムアップで
意見を集め、調整する
ことが適切であると考
える。
・ベテラン、中堅教職
員を活用した初若年
教職員の校内研修等
を充実させることで、
現状を改善したい。
・面談を通して、教職
員個々の得意分野を
把握し、集めた情報を
有効活用したい。



(学校番号　　　中－２２　　     )

８　学年内の分掌や組織をとおし
て、各自がリーダーシップ を発
揮し、スムーズな学年運営が進
められていた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・各主任（リーダー）の育成や教職員個々の
役割の確認が必要である。

９　学年保護者会、学級懇談会、
保護者面談等の計画及び運営
は適切であった。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・教務主任が中心となり、見通しをもって計画
立て、学校運営を行った成果である。

１０　学級の学習環境・生活環境
は適切であり、生徒の成長を促
すものであった。

・昨年度よりも肯定的な意見がやや減少して
いる。
・自閉症・情緒障害特別支援学級（２学級）の
教室がそれぞれ離れていることや各学年とも
教室環境を整えることが課題である。

１１　学級活動を活性化させ、生
徒自らがより良い学級・学校づく
りに向け、諸問題の解決に努め
る態度を養うことができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・昨年度よりも生徒に対して、積極的に関わろ
うとした姿勢が評価されている。
・学級の時間を十分とる必要がある。

１２　教育課程（各教科道徳特活
行事等）は全体的な調和のもとに
編成されていた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・教務主任が中心となり、教育課程を適切に
調整した成果である。

１３　教科の年間指導計画や学
習指導案は改善され、より適切な
ものとなった。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・各教科とも年間指導計画から見直しが必要
である。

１４　学校行事の種類・内容・実
施時期・規模等は適切であった。

・肯定的な意見が増加しているものの、高評
価とは言えない。
・行事の精選や実施方法、実施時期の工夫
が必要である。

１５　「わかる授業」を展開するとと
もに、試験前質問会をとおして、
基礎学力の定着に努めた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・対話を重視し、時間をとって取り組んだ成果
である。

１６　授業において、知識・技能を
活用し、思考力・判断力・表現力
をのばす工夫をした。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・授業の展開をもう少し工夫する必要がある。

１７　目標準拠の評価について十
分理解し実践するとともに、自己
評価や相互評価を取り入れ、指
導と評価の一体化に努めた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・評価方法（方向性含む）について、再度確
認が必要である。

学
年
学
級
経
営

・学年、学級経営を充
実させ、計画的な学級
活動を通して、個及び
集団を育て正義が通
る学級づくりを進め
る。

・自閉症・情緒障害特別支
援学級の教室については、
船橋市教育員会と相談し、
解決した。
・次年度以降も教務主任を
中心として、学年保護者
会、学級懇談会、保護者面
談等を計画する。
・ベテラン教職員だけでな
く、管理職も主任（リー
ダー）と積極的にコミュニ
ケーションをとり、育成に携
わる。
・学級の時間を十分とれる
ように、教務主任を中心に
年間計画から見直しを図
る。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・授業改善に努め、基
礎的・基本的事項の
徹底と個に応じた指
導及び知識・技能の
活用を図る単元開発
を通じて、学力の向上
を図る。
・自主的な学習習慣と
態度の育成を図る。

・次年度以降も教務主任を
中心として、教育課程を調
整する。
・教科部会の時間をしっか
りと確保し、年間指導計画
や学習指導案が適切なも
のとなるようにする。
・熱中症対策として、体育
祭を９月から１０月に、合唱
祭を１０月から９月に移動
する。その他の行事等につ
いても、学年会議や主任会
議等を活用して、改善を図
る。
・授業改善や評価方法に
ついて、積極的に研修を受
けるように促す。

・学校行事の再検討
は必要である。
・各教科で話し合う時
間をとり、より良い授
業、より良い評価を
行ってほしい。
・行事については、生
徒にとって必要かどう
かを考えたうえで、精
選することが大切であ
る。

・教科主任を中心に、
教科部会でしっかりと
教職員が話し合い、学
習指導要領を基に年
間計画の作成、授業
改善、適切な評価が
行えるように努める。
・今後も試験前の「質
問会」は放課後等を使
わず、どの生徒も質問
しやすい状況をつく
る。
・行事については生徒
の充実感や達成感を
考えつつ、教職員の
働き方改革も視野に
入れて精選する。

・教室の問題が解決し
たことはよかった。
・先を見据えて、リー
ダーの育成を行って
ほしい。
・環境については、経
年劣化にも対応してほ
しい。

・リーダーの育成は、
本校の重要課題であ
るので、ＯＪＴ等を通し
て改善を図りたい。
・環境については、敷
地内の巡回や教職員
の声を大切にし、「教
職員で対応できるも
の」と「業者に対応を
求めるもの」をしっかり
と分けて検討したい。



(学校番号　　　中－２２　　     )

１８　教育活動全般をとおして、
基本的生活習慣を身につけさせ
ることができた

・昨年度よりも肯定的な意見がやや減少して
いる。
・生徒の時間への意識や廊下での過ごし方
について、指導方法を改善する必要がある。

１９担任一人任せにせず、職員
の共通理解と相互協力のもとで、
生徒指導を組織的にすすめるこ
とができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・教職員同士がもっとコミュニケーションをとる
必要がある。
・報告・連絡・相談の大切さを再確認する必
要がある。

２０　生徒と教師間の「語り合い」
や教育相談（教育相談週間・
チャンス相談）等をとおし、生徒
理解を進めるとともに、好ましい
信頼関係を築くことができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・教育相談の時間は確保できているが、やり
方については、検討する必要がある。

２１　いじめアンケート等も活用し
ながら、生徒の人間関係にアン
テナを高くし、いじめの「早期発
見・早期対応」及び「再発防止」
に努めた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・教職員が常にアンテナを高く保ち、収集した
情報を共有したうえで、生徒の様子を観察す
る必要がある。

２２　道徳の授業を計画的に実施
するとともに、教育活動全体をと
おして生徒の「豊かな心」の育成
に努めた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・ローテーション道徳を継続したことで、各教
職員が１つの題材について、生徒により深く
内容を考えさせることができた。しかしなが
ら、現状に満足することなく、教職員がもっと
道徳について学ぶ必要がある。

２３　生徒会活動（全校評議会、
生徒会行事、専門委員会等）は
適切に実施された。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・特別活動指導部長を中心に、生徒主体の
活動を増やした結果である。

２４　生徒が役割と責任を自覚し
自立した集団作りができるよう促
すことができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・生徒が主体的に活動する中で、教職員の
フォローも場合によっては必要である。

２５　部活動は計画的な運営によ
り自主性を促し、生徒の責任感
や連帯感を養うことができた。

・昨年度よりも肯定的な意見がやや減少して
いる。
・今年度は、部長会議の運営方法を改善し
た。結果が出るまでに時間がかかると考える。

・各活動において、生
徒の自発的な活動を
展開し、集団や社会
の一員としてよりよい
生活や人間関係を築
こうとする態度を育
み、生徒の可能性を
信じ、社会的自立に
向け志を立てて自ら
努力するように導き、
支えることを目指す。

・いじめの早期発見に
ついては、メール等の
方法を設けることで、
悩みを抱える生徒や
保護者が相談しやす
いように改善してほし
い。
・道徳の授業時間は
しっかりと確保してほし
い。
・ベテラン教職員や中
堅教職員がしっかりと
初若年教職員のフォ
ローをしてほしい。

・教職員のスキルアッ
プのために、日頃の情
報交換を大切にし、研
修を行う必要がある。
・教職員の役割分担の
確認が必要である。
・相談窓口について
は、会議等で検討す
る。

・生徒主体の活動が
増えたことはよいことで
ある。今後も更に向上
するように努めてほし
い。
・部活動については、
根本的な意味等を生
徒にしっかりと伝える
必要がある。

・特別活動について
は、徐々に改善されて
いる。
引き続き、生徒主体の
活動が増えるように、
特別活動指導部を学
校全体でサポートす
る。

特
別
活
動
等

・特別活動指導部について
は、人員の配置を検討する
ことで、より良い指導部にし
たい。
・引き続き、部長会議を充
実させることで部活動に関
わる生徒全体の責任感や
連帯感を養う。

生
徒
指
導
・
道
徳
教
育

・生徒指導体制を確
立し、共通理解を元に
組織で行動できる教
師集団を目指す。
・基本的な生活習慣と
望ましい生活態度の
形成を図る。
・「目指す生徒像」を
通し生徒とともに創り
あげる学校を目指す。
・教師と生徒、生徒同
士など語り合いを通し
て、信頼できる人間関
係の構築に努める。
・道徳の授業の確保
に努め、意図的、計画
的な実践を通して生
徒一人一人の道徳的
実践力を高める。

・生徒指導主事を中心とし
て、本校の実態にあった指
導方法や支援方法を提案
し、諸問題について組織的
な対応が行われるように資
料提供や研修を行う。
・道徳教育推進教師を中心
として、全学年で道徳の授
業改善に努める。
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２６　危機管理マニュアルに基づ
き、安全（交通安全・生活安全・
災害安全）に関する指導が計画
的に行われていた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・避難訓練について、見直しが必要である。

２７　学校の給食計画に基づき、
給食指導と食育が適切に行われ
た。

・昨年度よりも肯定的な意見がやや減少して
いる。
・生徒の「食」に関する関心を高める必要があ
る。

２８　学校の保健計画に基づき、
生徒の健康指導と管理が適切に
行われていた。

・肯定的な意見が昨年度と同等であった。
・昨年度同様に感染症対策を行ってきた結果
と考える。

２９　生徒支援・特別支援につい
て、学校として適切な指導体制を
構築することができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・生徒指導主事を中心として、協力体制が
整っていたためと考える。

３０　各職員が、特別な支援を必
要とする生徒を理解し対応するこ
とができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・研修等を通して、教職員が研鑽する必要が
ある。

３１　長欠傾向の生徒に対する指
導は十分であった。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・生徒指導主事を中心として、協力体制が
整っていたためと考える。また、丁寧な対応に
心掛けた結果と考える。
・支援室の運営や人員の配置については、
見直す必要がある。

３２　学校の施設・設備及び備品
の管理は適切であった。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・学校全体で施設・設備に注意を払い、修繕
が必要な場合は早期に対応した結果と考え
る。

３３　情報セキュリティに配慮する
とともに、個人情報等の管理は適
切であった。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・昨年度外部監査を受け、意識が高まったた
めと考える。

・引き続き学校全体で施
設・設備の管理に注意を払
う。
・教職員の物の管理や整
理整頓は課題として捉えて
いるので、声かけ等を強化
する。

施
設
設
備
・
情
報
管
理

・教育環境の整備・充
実を図るとともに、情
報セキュリティに留意
する。

・災害への日常の備え
や的確な避難行動が
できるようにし、防災意
識の高揚を図る。
・栄養指導を充実し、
体力の向上と健康の
増進を図る。

・意識が高まっている
ようなので、来年度も
継続してほしい。

・意識が低下しないよ
うに声をかけるとともに
チェックシート等も活
用したい。

・防災教育として、災
害等が起こったときに
ＢＣＰ（事業継続計画）
も考える必要がある。
・食育や感染症対策
は引き続き力を入れて
ほしい。

生
徒
支
援
・
特
別
支
援

・特別支援教育コー
ディネーターの役割を
明確にして、校内委員
会の機能を生かし関
係機関と連携した総
合的な支援体制の整
備を推進する。

・安全主任を中心に、
ＢＣＰの内容を取り入
れた防災教育を行う。
・食育や感染症対策
について学校全体で
取り組む。

・避難訓練に体験や消防
士からの講話を組み込む
等、工夫をする。
・栄養職員と給食委員会担
当教職員が連携して、集会
等を企画する。
・次年度も養護教諭を中心
に、学校医等の助言を受け
ながら感染症対策を行う。

健
康
・
安
全

・必要に応じてケース会議
を開き、個別の教育支援計
画や個別の指導計画を充
実させる。
・教職員に校外研修への
参加を促す。また、特別支
援教育コーディネーターを
中心として校内研修も充実
させる。
・校務分掌を見直す。

・引き続き丁寧な対応
に心掛けてほしい。
・教職員のスキルアッ
プのために研修を大
切にしてほしい。

・生徒指導主事や特
別支援教育コーディ
ネーターを中心に、全
ての生徒に対して、適
切な支援ができるよう
に、教職員の学びの
機会を設ける。
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３４　本校におけるＰＴＡの活動は
適切であった。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・講演会や習中縁日等、活動が充実していた
ためと考える。

３５　生徒の育成にあたり、保護
者・地域の方との連携を図り、活
動できた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・昨年度よりも生徒が地域行事に関わったた
めと考える。

３６　教科部会や研究テーマに
沿った研修会が計画的に実施さ
れ、授業研究を進めることができ
た。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・研究主任と教科主任の連携を深めることが
必要である。
・教科部会を充実させる必要がある。
・来年度の研究発表に向け、より一層の研修
を行う必要がある。

３７　学校の直面する問題に適切
に対応する研修会を実施するこ
とができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が減少している。
・教職員のニーズに応じた研修を企画する必
要がある。

熱
中
症
対
策

等

・熱中症防止に努め
る。

３８　学校は、暑い時期の登下校
時の服装について配慮すること
ができた。

・昨年度よりも肯定的な意見が増加している。
・体操服登下校の実施、熱中症対策グッズの
使用許可等によるものと考える。

・次年度も継続して実施す
る。

・引き続き生徒の健康
面に気をつけてほし
い。

・体操服登下校の実
施時期を検討する。

研
究
・
研
修

・「生きる力をはぐくむ
指導法の研究」として
「知識・技能の活用」
についての単元（題
材）の工夫について、
研究を進める。

・研究推進委員会を定期的
に開催し、研究主任と教科
主任の連携を図る。
・教務主任と連携して、年
間で教科部会を定期的に
開催できるようにする。
・必要とする研修のアン
ケートを教職員にとる。

・教職員には、研修を
通して指導力を磨い
てほしい。

・研究主任を中心とし
て、教職員の指導力
向上に努める。

地
域
連
携

・地域社会、関係機関
との連携を密に図り、
相互の情報交換を通
して、教育の醸成に努
める。

・より良い学校教育を実施
するためには、地域との連
携は不可欠である。学校運
営協議会等を活用しなが
ら、連携を深めたい。

・学校運営協議会を充
実したものにする必要
がある。

・学校運営協議会委
員の選定や役割の明
確化を検討する。


